
大阪経済大学 教務部

『講義計画』の原稿依頼について

今年もはや,2003年 度版『講義計画』の原稿をお願いする時期となりました。下記要領で執筆いただ

きますようよろしくお願いいたします .(原稿締切 日:1月 16日 (本)教務部へご提出ください.)

2003年度 先生の講義担当科目

1.講義内容が同一で複数コマ開講される科目は,まとめて1つの講義計画としていただいて結構で

す。

2.「年間計画J(表形式)は ,通年の場合 ,春学期・秋学期あわせて24～ 26週 (回 )分の講義テーマを

ご記入ください。半期完結科日は,12～ 14週 (回)分の講義テーマをご記入ください .

3.「テキスト」,「必携書」(テキスト以外),「参考文献」については,項 目ごとに簡潔にご記入ください .

4.字数については,1科 目・1担当者=1ページを基本としますので,できるだけ1,800字以内にまとめ

ていただくようお願いします。

5.ワープロで作成いただき,FDまたは,E―malの添付ファイルで提出いただいても結構です。E―mai

アドレスは,Syllabus@osaka― ue.ac,jpで す .

6.手書きされる場合は,原稿用紙を教務部へご請求ください。

7.昨年度版にご執筆いただいた先生には,掲載頁を,新規の先生には,サンプル頁を同封いたしま

す .

8.締め切りは真に恐縮ですが,2003年 1月 16日 (本)とさせていただきます。



部 科 目 名 担 当 者 名 単位 期別

2 情報経営論 I 吉井康雄 春

講義内容

この科目は隔年開講であることに注意 して

ください。

情報経営論 Iでは、経営システムと情報と

のかかわりについて講義をします。最初に第

4の経営資源、知的資産としての情報の概念
とその特質を説明し、次いで経営システムの

諸活動を、新製品開発管理、生産、販売、流

通といつた企業行動の側面と消費者ニーズ、

消費者行動といった消費者の側面から説明し

ます。

次の段階では、このような情報を広告コミ

ュニケーションの観点と経営戦略の観点から

説明します。

最後に、このような情報の戦略的活用につ

いてその方法論を新製品新事業戦略の観点と

ビジネスプロセスリエンジエアリングの観点

から説明します。

経営情報に対するこれらの理解のもとで、次

のステップの情報経営論Ⅱでは情報 VEを紹

介し、諸君の競争力強化につなげたいと考え

ています。

講義方法と学習上の留意点

評価方法

試験により評価します。

テキス ト

プリントにより講義をします。

参考文献

講義のときに適宜紹介します。

学生への要望

質問を歓迎します。欠席しないように。

回数 1   年 間 計 画
1)経営システムの理解を深め、知的資産
としての情報を理解するベースを共有する

1.情報の概念と情報の表現 (1)
2.情報の概念と情報の表現 (2)
3.企業行動、その機能的側面 (1)
4.企業行動、その機能的側面 (2)
5.消費者心理と消費行動 (1)
6.消費者心理と消費行動 (2)

Ⅱ)広告コミュニケーション、経営戦略の
観点から情報の重要性を理解する

7.広告コミュニケーションと情報
8.経営戦略と情報的経営資源 (1)
9.経営戦略と情報的経営資源 (2)
10.経営戦略と情報的経営資源 (3)

Ⅲ)経営情報の戦略的活用のケーススタデ
ィとして、経営システムと経営革新につい

て考える

11.経営革新と戦略的思考
12.経営革新と戦略的思考
13.経営革新と戦略的思考

1)

2)
3)



部 科 目 名 担 当 者 名 単位 期別

2 情報経営論Ⅱ 吉井康雄 秋

講義内容

この科目は隔年開講であることに注意 して

ください。

あると私は信 じている。

講義方法と学習上の留意点

回数 1   年 間 計 画
I)情報 電ヽ とは

1.バ リューエンジニアリングの歴史
2.経営革新ツールとしての情報 電ヽ の
有効性 (1)
3.経営革新ツールとしての情報 VEの
有効性 (2)

Ⅱ)情報 電ヽ のすすめ

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

1)

2)
3)

機能とは

機能定義

機能系統図

機能整理 と機能評価

代替案とその発想

代替案とその発想

代替案とその発想

代替案の評価 (1)
代替案の評価 (2)
代替案の評価 (3)

情報経営論 Iを受講した学生諸君を意識 し  評価方法
て講義をすすめる。ただし、情報経営論を受   試験により評価します。
講していなくても完結した内容ではあるが、

可能なかぎり情報経営論を受講したあと、こ  テキス ト
の学科目を受講していただきたい。

システムとはある目的を達成するための有

煮卜VEtt m 20M円

機的な組織体であると定義すると、企業もま  参考文献
たシステムである。一般にシステムはその目   講義のときに適宜紹介します。
的を効率的にかつ有効的に達成するために、

システムの内外との情報の交流をとおして有  学生への要望
意味な行動をとろうとしている。これは企業   質問を歓迎します。欠席しないように。
を例にすると、戦略的な、あるいは効率的な

経営行動と理解してさしつかえない。

このような経営行動には次の 2つの立場が

考えられる。

●システムの目的を達成するために、行動主

体であるシステム自らが目的達成にむけて

如何に意思決定し、行動すべきか、という

ことを科学的に考える立場

●システムの目的を達成するために、その構

成要素である行動主体が如何に効率的にか

つ有効的に意思決定を行い、行動するか、

ということを科学的に考える立場

今回情報経営論Ⅱで講義する情報 VEはこ
の 2つの立場に十分適用しうる優れたアプロ

ーチである。

したがって、最初に経営活動の観点から情

報 電ヽ を紹介 し、次いで、4LE人 レベルに視点

をうつして、如何に経営の諸問題に 電ヽ 的思

考でもつてアプローチするとよいか、を紹介

する。

その意図は、諸君自らが自らの目的を達成

する、あるいは問題解決をするノウハウを身

につけていただきたい、というところにある。

これは実践してこそ価値のある生きた学問で



Syllabus

2004年以降2010年まで、原告は2部担当から外れる

◆ 吉井担当の2部科目を、2004年度以降、非常勤講師に振り替える
(北村貴学部長、樋口克次副学部長・カリキュラム委員長の決定による結果)

2006年度 シラノ` ス <経 営 学 者F第 2音F経営 学 毒斗>

担当教員名‖]こ表示しています。
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30 2000 春学期  水   6 宇争小路勝    情幸n経営論 I

31 2006 秋学期  水   6 宇多小路勝    壁幸R還富論Ⅱ


